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　 　 【 請 求 項 １ 】 　 患 者 に お い て 血 液 を 循 環 さ せ る た め の シ ス テ ム で あ っ て 、 以 下 ：
　 第 一 お よ び 第 二 の 流 路 を 含 む カ ニ ュ ー レ で あ っ て 、 該 カ ニ ュ ー レ は 、 長 さ お よ び 大 き さ
が 、 心 臓 チ ャ ン バ ま た は 血 管 へ と 、 切 開 を 通 し て 延 び る よ う 適 合 さ れ て お り 、 か つ 心 臓 チ
ャ ン バ ま た は 血 管 内 の 第 一 の 位 置 に お い て 血 液 の 吸 入 を 提 供 し 、 そ し て 心 臓 チ ャ ン バ ま た
は 血 管 内 の 第 二 の 位 置 に お い て 血 液 の 排 出 を 提 供 す る よ う 適 合 さ れ て い る 、 カ ニ ュ ー レ ；
　 該 第 一 お よ び 第 二 の 流 路 と 連 絡 す る ポ ン プ で あ っ て 、 該 ポ ン プ は 、 該 第 一 の 位 置 に お い
て 該 第 一 の 流 路 を 通 し て 血 液 を 取 り 込 み 、 そ し て 該 第 二 の 位 置 に お い て 該 第 二 の 流 路 を 通
し て 血 液 を 排 出 す る よ う 作 動 す る 、 ポ ン プ 、
を 備 え 、 こ こ で 、
　 該 ポ ン プ お よ び カ ニ ュ ー レ が 、 該 第 一 の 流 路 お よ び 該 第 二 の 流 路 を 含 め て 、 該 心 臓 お よ
び 血 管 の 外 側 に 、 約 １ ０ ０ ０ ｍ ｌ 以 下 の 総 プ ラ イ ミ ン グ 体 積 を 有 す る 、 シ ス テ ム 。
　 　 【 請 求 項 ２ 】 　 前 記 プ ラ イ ミ ン グ 体 積 が 約 ３ ０ ｍ ｌ 以 下 で あ る 、 請 求 項 １ に 記 載 の シ
ス テ ム 。
　 　 【 請 求 項 ３ 】 　 前 記 プ ラ イ ミ ン グ 体 積 が 約 １ ０ ｍ ｌ 以 下 で あ る 、 請 求 項 １ に 記 載 の シ
ス テ ム 。
　 　 【 請 求 項 ４ 】 　 前 記 カ ニ ュ ー レ の 長 さ が 、 三 尖 弁 を 通 り 、 肺 動 脈 弁 を 通 っ て 、 肺 動 脈
へ と 延 び る よ う 適 合 さ れ て い る 、 請 求 項 １ に 記 載 の シ ス テ ム 。
　 　 【 請 求 項 ５ 】 　 前 記 カ ニ ュ ー レ の 長 さ が 、 二 尖 弁 を 通 り 、 大 動 脈 弁 を 通 っ て 、 大 動 脈
へ と 延 び る よ う 適 合 さ れ て い る 、 請 求 項 １ に 記 載 の シ ス テ ム 。
　 　 【 請 求 項 ６ 】 　 前 記 第 一 お よ び 第 二 の 流 路 が 、 前 記 カ ニ ュ ー レ 内 に 同 心 状 の 管 腔 を 備
え 、 該 カ ニ ュ ー レ が 、 心 臓 の 壁 を 介 し た 挿 入 に 適 合 さ れ て い る 、 請 求 項 １ に 記 載 の シ ス テ
ム 。
　 　 【 請 求 項 ７ 】 　 前 記 第 一 お よ び 第 二 の 流 路 が 直 線 状 で あ り 、 そ し て 第 一 の 端 部 に お い
て 、 第 一 の 心 臓 チ ャ ン バ ま た は 血 管 へ の 挿 入 に 、 そ し て 第 二 の 端 部 に お い て 、 第 二 の 心 臓
チ ャ ン バ ま た は 血 管 へ の 挿 入 に 、 適 合 さ れ て い る 、 請 求 項 １ に 記 載 の シ ス テ ム 。
　 　 【 請 求 項 ８ 】 　 前 記 ポ ン プ が 逆 流 ポ ン プ を 備 え る 、 請 求 項 ６ に 記 載 の シ ス テ ム 。
　 　 【 請 求 項 ９ 】 　 前 記 ポ ン プ が 逆 流 ポ ン プ を 備 え る 、 請 求 項 ７ に 記 載 の シ ス テ ム 。
　 　 【 請 求 項 １ ０ 】 　 前 記 ポ ン プ が 、 前 記 カ ニ ュ ー レ の 前 記 第 一 お よ び 第 二 の 流 路 と 、 前
記 心 臓 の 外 側 で 接 続 さ れ て い る 、 請 求 項 ７ に 記 載 の シ ス テ ム 。
　 　 【 請 求 項 １ １ 】 　 前 記 カ ニ ュ ー レ の 長 さ が 、 大 静 脈 ま た は 右 心 房 の 切 開 を 通 っ て 、 肺



動 脈 へ と 延 び る よ う 適 合 さ れ て お り 、 そ し て 前 記 ポ ン プ が 、 該 大 静 脈 ま た は 右 心 房 か ら 該
カ ニ ュ ー レ を 通 し て 、 該 肺 動 脈 へ と 血 液 を 運 ぶ よ う 適 合 さ れ て い る 、 請 求 項 １ に 記 載 の シ
ス テ ム 。
　 　 【 請 求 項 １ ２ 】 　 前 記 カ ニ ュ ー レ の 長 さ が 、 肺 静 脈 の 切 開 を 通 っ て 大 動 脈 へ と 延 び る
よ う 適 合 さ れ て お り 、 そ し て 前 記 ポ ン プ が 、 該 肺 静 脈 か ら 該 カ ニ ュ ー レ を 通 し て 、 該 大 動
脈 へ と 血 液 を 運 ぶ よ う 適 合 さ れ て い る 、 請 求 項 １ に 記 載 の シ ス テ ム 。
　 　 【 請 求 項 １ ３ 】 　 請 求 項 １ １ に 記 載 の シ ス テ ム で あ っ て 、 さ ら に 、 以 下 ：
　 第 二 の カ ニ ュ ー レ で あ っ て 、 肺 静 脈 ま た は 左 心 房 の 切 開 を 通 っ て 、 大 動 脈 へ と 延 び る よ
う 適 合 さ れ て い る 、 第 二 の カ ニ ュ ー レ ； お よ び
　 第 二 の ポ ン プ で あ っ て 、 該 肺 静 脈 ま た は 左 心 房 か ら 、 該 第 二 の カ ニ ュ ー レ を 通 し て 該 大
動 脈 へ と 、 血 液 を 運 ぶ よ う 適 合 さ れ て い る 、 第 二 の ポ ン プ 、
を 備 え る 、 シ ス テ ム 。
　 　 【 請 求 項 １ ４ 】 　 前 記 ポ ン プ に 接 続 さ れ 、 該 ポ ン プ の 速 度 を 制 御 す る た め の 、 制 御 装
置 を さ ら に 備 え る 、 請 求 項 １ に 記 載 の シ ス テ ム 。
　 　 【 請 求 項 １ ５ 】 　 前 記 第 一 の ポ ン プ お よ び 前 記 第 二 の ポ ン プ の た め の 制 御 装 置 で あ っ
て 、 該 各 ポ ン プ の 速 度 を 別 個 に 制 御 す る た め の 、 制 御 装 置 を さ ら に 備 え る 、 請 求 項 １ ３ に
記 載 の シ ス テ ム 。
　 　 【 請 求 項 １ ６ 】 　 前 記 制 御 装 置 が 、 前 記 ポ ン プ を 、 血 圧 、 血 中 酸 素 レ ベ ル 、 血 中 二 酸
化 炭 素 レ ベ ル 、 ま た は 血 液 の 流 量 体 積 に 応 答 し て 制 御 す る よ う 適 合 さ れ て い る 、 請 求 項 １
４ に 記 載 の シ ス テ ム 。
　 　 【 請 求 項 １ ７ 】 　 制 御 装 置 が 、 前 記 第 一 の ポ ン プ を 肺 動 脈 圧 に 応 答 し て 制 御 す る よ う
適 合 さ れ 、 そ し て 制 御 装 置 が 、 前 記 第 二 の ポ ン プ を 大 動 脈 圧 に 応 答 し て 制 御 す る よ う 適 合
さ れ て い る 、 請 求 項 １ ５ に 記 載 の シ ス テ ム 。
　 　 【 請 求 項 １ ８ 】 　 ク レ ー ド ル を さ ら に 備 え 、 該 ク レ ー ド ル が 、 前 記 心 臓 を 支 持 す る と
同 時 に そ の 正 常 な 位 置 か ら ず ら し 、 同 時 に 外 科 手 術 が 該 ク レ ー ド ル 上 で 実 施 さ れ る よ う 適
合 さ れ て い る 、 請 求 項 １ に 記 載 の シ ス テ ム 。
　 　 【 請 求 項 １ ９ 】 　 鼓 動 中 の 心 臓 の バ イ パ ス 外 科 手 術 中 に 、 右 心 房 、 右 心 室 ま た は 肺 動
脈 の 虚 脱 を 防 止 し 、 か つ そ れ ら を 通 る 血 流 を 維 持 す る た め の 、 シ ス テ ム で あ っ て 、 以 下 ：
　 ポ ン プ お よ び カ ニ ュ ー レ の シ ス テ ム で あ っ て 、 こ こ で 、 該 カ ニ ュ ー レ が 、 三 尖 弁 を 通 し
、 肺 動 脈 弁 を 通 し て 、 十 分 な 長 さ で 該 肺 動 脈 へ と 挿 入 さ れ る よ う 適 合 さ れ 、 こ れ に よ っ て
該 右 心 房 、 右 心 室 ま た は 肺 動 脈 の 虚 脱 を 防 止 し て 、 そ れ ら を 通 る 部 分 的 な 血 流 を 、 該 鼓 動
中 の 心 臓 が 外 科 手 術 中 に 持 ち 上 げ ら れ る か ま た は ず ら さ れ て い る 間 に 維 持 し 、 そ し て こ こ
で 、 該 ポ ン プ お よ び カ ニ ュ ー レ が 、 該 鼓 動 中 の 心 臓 が 外 科 手 術 中 に ず ら さ れ て い る 間 に 、
該 肺 動 脈 弁 の 上 流 の 血 液 を 吸 入 し 、 該 肺 動 脈 へ と 血 液 を 排 出 す る よ う 適 合 さ れ て い る 、 ポ
ン プ お よ び カ ニ ュ ー レ の シ ス テ ム ； お よ び
　 該 ポ ン プ の た め の 制 御 装 置 で あ っ て 、 該 ポ ン プ を 、 静 脈 ま た は 肺 の 血 圧 、 酸 素 レ ベ ル 、
Ｃ Ｏ 2 レ ベ ル ま た は 流 量 体 積 に 応 答 し て 制 御 す る よ う 適 合 さ れ て い る 、 制 御 装 置 、
を 備 え る 、 シ ス テ ム 。
　 　 【 請 求 項 ２ ０ 】 　 前 記 ポ ン プ が 、 約 １ ０ ０ ０ ｍ ｌ よ り 小 さ い プ ラ イ ミ ン グ 体 積 を 有 す
る 、 請 求 項 １ ９ に 記 載 の シ ス テ ム 。
　 　 【 請 求 項 ２ １ 】 　 前 記 ポ ン プ が 逆 流 ポ ン プ を 備 え 、 該 逆 流 ポ ン プ が 隣 接 モ ー タ ー を 有
し 、 そ し て 外 科 手 術 中 に 、 前 記 心 臓 に 隣 接 し て 作 動 す る よ う 適 合 さ れ て い る 、 請 求 項 １ ９
に 記 載 の シ ス テ ム 。
　 　 【 請 求 項 ２ ２ 】 　 前 記 カ ニ ュ ー レ が 、 同 心 状 の 導 管 を 備 え 、 該 導 管 は 長 さ が 異 な り 、
そ し て 前 記 ポ ン プ に 接 続 さ れ て 、 該 ポ ン プ に 、 外 側 の 該 導 管 を 通 し て 血 液 の 流 入 を 、 そ し
て 内 側 の 該 導 管 を 通 し て 血 液 の 流 出 を 提 供 す る 、 請 求 項 １ ９ に 記 載 の シ ス テ ム 。
　 　 【 請 求 項 ２ ３ 】 　 鼓 動 中 の 心 臓 の 外 科 手 術 中 に 、 右 心 房 、 右 心 室 ま た は 肺 動 脈 の 虚 脱
を 防 止 し 、 か つ 肺 動 脈 弁 を 通 る 血 流 を 維 持 す る た め の シ ス テ ム で あ っ て 、 以 下 ：
　 カ ニ ュ ー レ で あ っ て 、 該 カ ニ ュ ー レ は 、 三 尖 弁 を 通 し 、 該 肺 動 脈 弁 を 通 し て 、 十 分 な 長
さ で 該 肺 動 脈 へ と 挿 入 さ れ る よ う 適 合 さ れ て お り 、 こ れ に よ っ て 、 該 鼓 動 中 の 心 臓 が 外 科
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手 術 中 に 持 ち 上 げ ら れ る か ま た は ず ら さ れ て い る 間 に 、 該 右 心 房 、 右 心 室 ま た は 肺 動 脈 が
虚 脱 す る こ と を 防 止 す る 、 カ ニ ュ ー レ ； お よ び
　 ポ ン プ シ ス テ ム で あ っ て 、 該 ポ ン プ シ ス テ ム は 、 血 液 を 大 静 脈 ま た は 該 右 心 房 か ら 除 去
し 、 そ し て 該 心 臓 の 外 側 の 血 液 を 該 肺 動 脈 へ と 移 送 す る よ う 適 合 さ れ た 、 ポ ン プ シ ス テ ム
、
を 備 え る 、 シ ス テ ム 。
　 　 【 請 求 項 ２ ４ 】 　 鼓 動 中 の 心 臓 の 外 科 手 術 を 実 施 す る た め の で あ っ て 、
以 下 ：

尖 弁 を 通 し 、 肺 動 脈 弁 を 通 し て 、 十 分 な 長 さ で 肺 動 脈 へ と 挿 入 す る
で あ っ て 、 こ れ に よ っ て 、 外 科 手 術

中 に 該 心 臓 が 応 力 を 加 え ら れ 、 持 ち 上 げ ら れ 、 ま た は ず ら さ れ た と き に 、 右 心 房 、 右 心 室
ま た は 肺 動 脈 の 虚 脱 を 防 止 す る 、 ；
　 該 肺 動 脈 弁 の 上 流 か ら 該 肺 動 脈 へ ン ピ ン グ 該 鼓 動 中 の 心 臓 に よ り 生
じ た 該 肺 動 脈 弁 を 通 る 血 液 の 流 れ を 、 増 大 ま た は 補 充 す る 。
　 　 【 請 求 項 ２ ５ 】 　 鼓 動 中 の 心 臓 の 外 科 手 術 を 実 施 す る た め の で あ っ て 、
以 下 ：

尖 弁 を 通 し 、 肺 動 脈 弁 を 通 し て 、 十 分 な 長 さ で 肺 動 脈 へ 挿 入
で あ っ て 、 こ れ に よ っ て 、 該 心 臓 が 外 科 手 術 中 に 持 ち 上 げ ら れ る か ま た は ず ら さ

れ た と き に 心 房 、 右 心 室 ま た は 該 肺 動 脈 が 虚 脱 す る こ と を 防 止 す る 、 ；
右 心 房 の 壁 の 切 開 を 通 し て 接 続 す る で

あ っ て 、 こ れ に よ っ て 、 血 液 を 該 右 心 房 か ら 除 去 す る 、 ；
肺 動 脈 の 壁 の 切 開 を 通 し て 肺 動 脈 の 内 部 に 接 続 す る

；
　 血 液 、 該 右 心 房 か ら 該 ポ ン プ を 通 し て 該 肺 動 脈 内 へ と ポ ン ピ ン グ

。
　 　 【 請 求 項 ２ ６ 】 　 心 臓 の 外 科 手 術 中 に 、 患 者 に お い て 十 分 な 血 流 を 維 持 す る

で あ っ て 、 以 下 ：
心 臓 の 一 方 の 側 の 内 部 通 し て 、 該 カ ニ ュ ー レ を 動 脈 ま た

は 大 動 脈 へ と 延 ば す ；

　 該 ポ ン プ 該 外 科 手 術 中 、 該 外 科 手 術 中 に 、 該 患 者 に 十 分 な 血 流 を 提 供 す る
。

　 　 【 請 求 項 ２ ７ 】 　 前 記 血 流 が 、 前 記 患 者 の 肺 へ の 肺 動 脈 血 流 で あ る 、 請 求 項 ２ ６ に 記
載 の 。
　 　 【 請 求 項 ２ ８ 】 　 前 記 血 流 が 、 前 記 患 者 の 身 体 の 体 循 環 の 大 動 脈 血 流 で あ る 、 請 求 項
２ ６ に 記 載 の 。
　 　 【 請 求 項 ２ ９ 】 　 請 求 項 ２ ６ に 記 載 の で あ っ て 、 以 下 ：

記 心 臓 の 各 側 の 内 部 を 通 し て 挿 入 し て 、 一 方 の カ ニ ュ ー レ を 肺 動 脈
内 へ 、 そ し て 他 方 の カ ニ ュ ー レ を 大 動 脈 内 へ と 延 ば す

；
ポ ン プ 該 外 科 手 術 中 、 前 記 患 者 に お い て 十 分 な 肺 血

流 お よ び 十 分 な 循 環 血 流 を 提 供 す る
。

　 　 【 請 求 項 ３ ０ 】 　 鼓 動 中 の 心 臓 の 外 科 手 術 を 実 施 す る た め の で あ っ て 、
以 下 ：

心 臓 テ ン ト を 装 着 し た 部 分 が 虚 脱 さ れ る か ま た は よ じ れ た と き に 、 該 心 臓 を 通 る
血 流 路 を 保 護 す る よ う に 適 合 さ れ て

；
　 該 カ ニ ュ ー レ ま た は ス テ ン ト が 該 心 臓 の 適 切 な 位
置 に あ る 間 。
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部 品 の キ ッ ト

　 三 カ ニ ュ ー レ 部 分 を
よ う に 構 成 さ れ た ポ ン プ お よ び カ ニ ュ ー レ の シ ス テ ム

シ ス テ ム を 備 え そ し て
と ポ さ れ た 血 液 は 、

、 部 品 の キ ッ ト
部 品 の キ ッ ト

　 三 の の た め に 構 成 さ れ た カ
ニ ュ ー レ

、 右 カ ニ ュ ー レ
　 該 該 カ ニ ュ ー レ に た め に 構 成 さ れ た ポ ン プ 吸 入 管

ポ ン プ 吸 入 管
　 該 該 た め に 構 成 さ れ た ポ ン プ 排 出 管

を 備 え 、 そ し て
が さ れ る 、 部 品 の キ ッ

ト
た め の 部

品 の キ ッ ト
　 該 を カ ニ ュ ー レ 部 分 を 挿 入 し て

よ う に 構 成 さ れ た ポ ン プ お よ び カ ニ ュ ー レ の シ ス テ ム を 備 え 、 そ し
て

は 、 の 出 力 が
よ う に 調 節 さ れ 得 る よ う に 構 成 さ れ る 、 部 品 の キ ッ ト

部 品 の キ ッ ト

部 品 の キ ッ ト
部 品 の キ ッ ト

　 前 カ ニ ュ ー レ 部 分 を
よ う に 構 成 さ れ た ポ ン プ お よ び カ ニ

ュ ー レ の シ ス テ ム を 備 え 、 そ し て
　 各 は 、 の 出 力 が 該 外 科 手 術 中 に 動 脈

大 動 脈 よ う に 調 節 さ れ 得 る よ う に 構 成 さ れ る 、 部 品 の
キ ッ ト

部 品 の キ ッ ト

　 該 の ス
お り 、 該 心 臓 の 一 方 の 側 に 挿 入 す る た め に 構 成 さ れ た

カ ニ ュ ー レ ま た は ス テ ン ト を 備 え 、 そ し て
鼓 動 中 の 心 臓 の バ イ パ ス 外 科 手 術 は 、

に 実 施 さ れ る こ と が 意 図 さ れ る 、 部 品 の キ ッ ト



　 　 【 請 求 項 ３ １ 】 　 前 記 カ ニ ュ ー レ ま た は ス テ ン ト が 、 前 記 心 臓 の 右 側 に 配 置 さ れ る
、 請 求 項 ３ ０ に 記 載 の 。

　 　 【 請 求 項 ３ ２ 】 　 第 二 の カ ニ ュ ー レ ま た は ス テ ン ト が 、 前 記 心 臓 の 左 側 に 配 置 さ れ る
、 請 求 項 ３ １ に 記 載 の 。

　 　 【 請 求 項 ３ ３ 】 　 鼓 動 中 の 心 臓 の 外 科 手 術 の 間 に 、 該 心 臓 の 右 側 を 通 る 血 流 を 維 持 す
る で あ っ て 、 以 下 ：

尖 弁 を 通 し 、 肺 動 脈 弁 を 通 し て 、 十 分 な 長 さ で 肺 動 脈 へ と
で あ っ て 科 手 術 中 に 該 心 臓 が 応

力 を 加 え ら れ 、 持 ち 上 げ ら れ 、 ま た は ず ら さ れ た と き に 、 該 心 臓 ま た は 肺 動 脈 の 虚 脱 を 防
止 す る 、 ；
　 血 液 、 該 肺 動 脈 弁 の 上 流 か ら 該 肺 動 脈 内 へ と ポ ン ピ ン グ て 、 こ れ に よ っ て 、 該 鼓
動 中 の 心 臓 に よ り 生 じ た 該 肺 動 脈 弁 を 通 る 血 流 増 大 る 。
　 　 【 請 求 項 ３ ４ 】 　 前 記 ポ ン プ 、 血 圧 、 酸 素 レ ベ ル 、 二 酸 化 炭 素 レ ベ ル ま た は 流 量 レ
ベ ル に 応 答 し て 制 御 す る 、 請 求 項 ３ ３ に 記 載 の 。
　 　 【 請 求 項 ３ ５ 】 　 心 臓 の 外 科 手 術 を 実 施 す る た め の で あ っ て 、 以 下 ：
　 ポ ン プ お よ び カ ニ ュ ー レ の シ ス テ あ っ て 、 該 シ ス テ ム が 、 流 入 カ ニ ュ ー レ お よ び 流
出 カ ニ ュ ー レ 、 な ら び に 該 カ ニ ュ ー レ と 連 絡 す る ポ ン プ を 備 え る 、 ；
　 該 流 入 カ ニ ュ ー レ 心 臓 チ ャ ン 挿 入 す る ；
　 該 流 出 カ ニ ュ ー レ 肺 動 脈 弁 を 通 し て 肺 動 脈 へ と 挿 入 す る ；
　 該 流 入 カ ニ ュ ー レ お よ び 該 流 出 カ ニ ュ ー レ 、 該 ポ ン プ に 接 続 す る ；

　 該 ポ ン プ 、 該 外 科 手 術 中 に 、 該 肺 動 脈 内 に 所 望 の 血 流 を 提 供 す る
。

　 　 【 請 求 項 ３ ６ 】 　 鼓 動 し て い る 心 臓 の バ イ パ ス 外 科 手 術 の た め の 部 品 の キ ッ ト で あ っ
て 、 以 下 ：
　 カ ニ ュ ー レ シ ス テ ム で あ っ て 、 こ こ で 、 該 カ ニ ュ ー レ が 、 三 尖 弁 を 通 し 、 肺 動 脈 弁 を 通
し て 、 十 分 な 長 さ で 肺 動 脈 へ と 挿 入 さ れ る よ う 適 合 さ れ て お り 、 こ れ に よ っ て 、 該 鼓 動 中
の 心 臓 が 外 科 手 術 中 に 持 ち 上 げ ら れ る か ま た は ず ら さ れ て い る 間 に 、 右 心 房 、 右 心 室 ま た
は 肺 動 脈 の 虚 脱 を 防 止 し 、 か つ そ れ ら を 通 る 部 分 的 な 血 流 を 維 持 し 、 そ し て こ こ で 、 該 カ
ニ ュ ー レ が 、 該 鼓 動 中 の 心 臓 が 外 科 手 術 中 に ず ら さ れ て い る 間 に 、 該 肺 動 脈 弁 の 上 流 の 血
液 を 吸 入 し 、 そ し て 該 肺 動 脈 へ と 血 液 を 排 出 す る よ う 適 合 さ れ て い る 、 カ ニ ュ ー レ シ ス テ
ム ； お よ び
　 ポ ン プ で あ っ て 、 該 カ ニ ュ ー レ と 連 絡 し 、 そ し て 血 液 を 、 該 カ ニ ュ ー レ を 通 し て 該 肺 動
脈 弁 の 上 流 か ら 該 肺 動 脈 へ と ポ ン ピ ン グ す う 適 合 さ れ て い る 、 ポ ン プ 、
を 備 え る 、 キ ッ ト 。
　 　 【 請 求 項 ３ ７ 】 　 前 記 カ ニ ュ ー レ が 、 同 心 状 の カ ニ ュ ー レ で あ り 、 こ こ で 、 外 側 の カ
ニ ュ ー レ が 吸 入 用 で あ り 、 そ し て 内 側 の カ ニ ュ ー レ が 排 出 用 で あ る 、 請 求 項 ３ に 記 載 の
部 品 の キ ッ ト 。
　 　 【 請 求 項 ３ ８ 】 　 請 求 項 ３ に 記 載 の 部 品 の キ ッ ト で あ っ て 、 さ ら に 、 以 下 ：
　 カ ニ ュ ー レ シ ス テ ム で あ っ て 、 こ こ で 、 該 カ ニ ュ ー レ が 、 二 尖 弁 を 通 し 、 大 動 脈 弁 を 通
し て 、 十 分 な 長 さ で 大 動 脈 へ と 挿 入 さ れ る よ う 適 合 さ れ て お り 、 こ れ に よ っ て 、 前 記 鼓 動
中 の 心 臓 が 外 科 手 術 中 に 持 ち 上 げ ら れ る か ま た は ず ら さ れ て い る 間 に 、 左 心 房 、 左 心 室 ま
た は 大 動 脈 の 虚 脱 を 防 止 し 、 か つ そ れ ら を 通 る 部 分 的 な 血 流 を 維 持 し 、 そ し て こ こ で 、 該
カ ニ ュ ー レ が 、 該 鼓 動 中 の 心 臓 が 外 科 手 術 中 に ず ら さ れ て い る 間 に 、 該 大 動 脈 弁 の 上 流 の
血 液 を 吸 入 し 、 そ し て 該 大 動 脈 内 に 血 液 を 排 出 す る よ う 適 合 さ れ て い る 、 カ ニ ュ ー レ シ ス
テ ム ； お よ び
　 ポ ン プ で あ っ て 、 該 ポ ン プ は 、 該 カ ニ ュ ー レ と 連 絡 し 、 そ し て 血 液 を 、 該 カ ニ ュ ー レ を
通 し て 該 大 動 脈 弁 の 上 流 か ら 該 大 動 脈 へ と ポ ン ピ ン グ す る よ う 適 合 さ れ て い る 、 ポ ン プ 、
を 備 え る 、 キ ッ ト 。
　 　 【 請 求 項 ３ ９ 】 　 前 記 カ ニ ュ ー レ が 同 心 状 の カ ニ ュ ー レ で あ り 、 こ こ で 外 側 の カ ニ ュ
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よ
う に 構 成 さ れ る 部 品 の キ ッ ト

よ う に 構 成 さ れ る 部 品 の キ ッ ト

た め の 部 品 の キ ッ ト
　 三 カ ニ ュ ー レ 部 分 を 挿 入 す る
よ う に 構 成 さ れ た ポ ン プ お よ び カ ニ ュ ー レ の シ ス テ ム 、 外

ポ ン プ お よ び カ ニ ュ ー レ の シ ス テ ム を 備 え 、 そ し て
が さ れ

が す 、 部 品 の キ ッ ト
が

出 力 を よ う に 構 成 さ れ た 部 品 の キ ッ ト
部 品 の キ ッ ト

ム で
シ ス テ ム を 備 え 、

は 、 右 側 の バ に よ う に 構 成 さ れ
は 、 よ う に 構 成 さ れ

は よ う に 構 成 さ れ そ
し て

は よ う に 構 成 さ れ る 、
部 品 の キ ッ ト

る よ
部 品 の

６

６

部 品 の



ー レ が 吸 入 用 で あ り 、 そ し て 内 側 の カ ニ ュ ー レ が 排 出 用 で あ る 、 請 求 項 ３ に 記 載 の 部 品
の キ ッ ト 。
　 　 【 請 求 項 ４ ０ 】 　 前 記 ポ ン プ を 、 血 圧 、 酸 素 レ ベ ル 、 二 酸 化 炭 素 レ ベ ル ま た は 流 量 レ
ベ ル に 応 答 し て 制 御 す る よ う 適 合 さ れ る 、 制 御 装 置 を さ ら に 備 え る 、 請 求 項 ３ に 記 載 の
部 品 の キ ッ ト 。
　 　 【 請 求 項 ４ １ 】 　 前 記 ポ ン プ を 、 血 圧 、 酸 素 レ ベ ル 、 二 酸 化 炭 素 レ ベ ル ま た は 流 量 レ
ベ ル に 応 答 し て 制 御 す る よ う 適 合 さ れ る 、 制 御 装 置 を さ ら に 備 え る 、 請 求 項 ３ に 記 載 の
部 品 の キ ッ ト 。
　 　 【 請 求 項 ４ ２ 】 　 心 臓 の 外 科 手 術 の た め の 部 品 の キ ッ ト で あ っ て 、 以 下 ：
　 カ ニ ュ ー レ シ ス テ ム で あ っ て 、 こ こ で 、 該 カ ニ ュ ー レ が 、 一 端 が 大 静 脈 ま た は 右 心 房 の
切 開 を 通 し て 挿 入 さ れ る よ う 適 合 さ れ 、 そ し て 他 端 が 肺 動 脈 の 切 開 を 通 し て 挿 入 さ れ る よ
う 適 合 さ れ て お り 、 こ れ に よ っ て 、 そ れ ら を 通 る 血 流 を 、 外 科 手 術 中 に 該 心 臓 が 持 ち 上 げ
ら れ る か ず ら さ れ て い る 間 に 維 持 し 、 そ し て こ こ で 、 該 カ ニ ュ ー レ が 、 該 心 臓 が 外
科 手 術 中 に ず ら さ れ て い る 間 に 、 血 液 を 該 大 静 脈 ま た は 右 心 房 か ら 吸 入 し 、 そ し て 血 液 を
該 肺 動 脈 内 へ と 排 出 す る よ う 適 合 さ れ て い る 、 カ ニ ュ ー レ シ ス テ ム ； お よ び
　 ポ ン プ で あ っ て 、 該 ポ ン プ は 、 該 カ ニ ュ ー レ と 連 絡 し 、 そ し て 血 液 を 、 該 カ ニ ュ ー レ を
通 し て 該 大 静 脈 ま た は 右 心 房 か ら 該 肺 動 脈 へ と ポ ン ピ ン グ す る よ う 適 合 さ れ て い る 、 ポ ン
プ 、
を 備 え る 、 キ ッ ト 。
　 　 【 請 求 項 ４ ３ 】 　 請 求 項 ４ に 記 載 の 部 品 の キ ッ ト で あ っ て 、 さ ら に 、 以 下 ：
　 カ ニ ュ ー レ シ ス テ ム で あ っ て 、 こ こ で 、 該 カ ニ ュ ー レ が 、 一 端 が 肺 静 脈 ま た は 左 心 房 の
切 開 を 介 し て 挿 入 さ れ る よ う 適 合 さ れ 、 そ し て 他 端 が 大 動 脈 の 切 開 を 介 し て 挿 入 さ れ る よ
う 適 合 さ れ て お り 、 こ れ に よ っ て 、 そ れ ら を 通 る 血 流 を 、 前 記 心 臓 が 外 科 手 術 中 に 持 ち 上
げ ら れ る か ま た は ず ら さ れ て い る 間 に 維 持 し 、 そ し て こ こ で 、 該 カ ニ ュ ー レ が 、 該 心 臓 が
外 科 手 術 中 に ず ら さ れ て い る 間 に 、 血 液 を 該 肺 静 脈 ま た は 左 心 房 か ら 吸 入 し 、 そ し て 該 大
動 脈 内 へ と 排 出 す る よ う 適 合 さ れ て い る 、 カ ニ ュ ー レ シ ス テ ム ； お よ び
　 ポ ン プ で あ っ て 、 該 カ ニ ュ ー レ と 連 絡 し 、 そ し て 血 液 を 、 該 カ ニ ュ ー レ を 通 し て 該 肺 静
脈 ま た は 左 心 房 か ら 該 大 動 脈 へ と ポ ン ピ ン グ す る よ う 適 合 さ れ て い る 、 ポ ン プ 、
を 備 え る 、 キ ッ ト 。
　 　 【 請 求 項 ４ 】 　 前 記 ポ ン プ を 、 血 圧 、 酸 素 レ ベ ル 、 二 酸 化 炭 素 レ ベ ル ま た は 流 量 レ
ベ ル に 応 答 し て 制 御 す る よ う 適 合 さ れ る 、 制 御 装 置 を さ ら に 備 え る 、 請 求 項 ４ に 記 載 の
部 品 の キ ッ ト 。
　 　 【 請 求 項 ４ 】 　 前 記 ポ ン プ を 、 血 圧 、 酸 素 レ ベ ル 、 二 酸 化 炭 素 レ ベ ル ま た は 流 量 レ
ベ ル に 応 答 し て 制 御 す る よ う 適 合 さ れ る 、 制 御 装 置 を さ ら に 備 え る 、 請 求 項 ４ に 記 載 の
部 品 の キ ッ ト 。
【 手 続 補 正 ２ 】
【 補 正 対 象 書 類 名 】 明 細 書
【 補 正 対 象 項 目 名 】 ０ ０ ４ ５
【 補 正 方 法 】 変 更
【 補 正 の 内 容 】
【 ０ ０ ４ ５ 】
　 本 発 明 の ポ ン プ お よ び カ ニ ュ ー レ の シ ス テ ム は 、 図 １ の 図 示 を 参 照 す る こ と に よ り 、 最
も よ く 理 解 さ れ 得 る 。 図 １ は 、 本 発 明 の ポ ン プ お よ び カ ニ ュ ー レ の シ ス テ ム が 、 肺 動 脈 血
流 の た め に 心 臓 の 右 側 に 、 そ し て 動 脈 の 血 流 の た め に 心 臓 の 左 側 に 、 適 切 な 位 置 に あ る 状
態 を 示 す 。 図 面 を 参 照 す る と 、 心 臓 の 右 側 の 血 流 は 、 大 静 脈 ２ １ か ら 右 心 耳 ま た は 右 心 房
２ ２ を 通 り 、 三 尖 弁 ３ ２ を 通 っ て 、 右 心 室 ２ ３ に 入 る 。 そ こ か ら 、 血 液 は 肺 動 脈 弁 ３ ３ を
通 っ て 肺 動 脈 ２ ４ に 入 る 。 本 発 明 の 好 ま し い ポ ン プ お よ び カ ニ ュ ー レ の シ ス テ ム は 、 図 示
の よ う な 右 心 房 ２ ２ の 壁 の 単 一 の 切 開 、 あ る い は 大 静 脈 ２ １ ま た は 心 室 ２ ３ の 切 開 を 通 し
た 挿 入 に よ る 、 右 側 で の 使 用 の た め に 適 合 さ れ る 。 同 心 状 の カ ニ ュ ー レ １ ２ ０ が 切 開 に 挿
入 さ れ 、 こ こ で 外 側 の 導 管 １ ２ ３ が 、 右 心 房 ２ ２ の 壁 と 、 そ の 切 開 部 に お い て 密 着 す る 。
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外 側 の 導 管 １ ２ ３ は 、 外 側 の 導 管 １ ２ ３ と 内 側 の 導 管 １ ２ １ と の 間 に 環 状 の ス ペ ー ス を 提
供 し 、 こ れ に よ っ て 血 液 が ポ ン プ １ ２ ４ （ こ れ は 、 モ ー タ ー １ ２ ５ に よ り 駆 動 さ れ る ） へ
と 流 入 す る 。 長 い 方 の 、 内 側 の 管 す な わ ち カ ニ ュ ー レ １ ２ １ は 、 三 尖 弁 ３ ２ 、 肺 動 脈 弁 ３
３ を 通 し て 、 肺 動 脈 ２ ４ へ と 挿 入 さ れ る 。 カ ニ ュ ー レ ま た は 管 １ ２ １ の 、 心 臓 を 通 し て の
肺 動 脈 へ の 挿 入 は 、 任 意 の 従 来 の 方 法 （ 例 え ば 、 バ ル ー ン ガ イ ド ワ イ ヤ を 必 要 に 応 じ て 使
用 す る こ と ） で 達 成 さ れ 得 る 。 カ ニ ュ ー レ １ ２ １ が 肺 動 脈 弁 ３ ３ を 通 っ て 肺 動 脈 ２ ４ へ と
延 び る 長 さ は 、 鼓 動 中 の 心 臓 の バ イ パ ス 手 術 の 実 行 さ れ る 手 順 お よ び 他 の 因 子 に 依 存 す る
。 し か し 、 カ ニ ュ ー レ １ ２ １ が よ じ れ ゾ ー ン （ こ の ゾ ー ン は 、 患 者 の 状 態 、 実 行 さ れ る 手
術 手 順 、 な ら び に 手 術 中 の 心 臓 の 動 き お よ び 操 作 の 程 度 に 依 存 し て 、 サ イ ズ お よ び 位 置 が
変 化 す る ） を 通 り 越 し て 延 び る こ と が 重 要 で あ る 。 こ の よ じ れ ゾ ー ン は し ば し ば 、 肺 動 脈
が 手 術 中 に 動 か な い 位 置 に ま で 広 が る 。 カ ニ ュ ー レ １ ２ １ は 、 肺 動 脈 弁 ３ ３ を 約 １ ５ ｃ ｍ
ま で 超 え て 、 肺 動 脈 ２ ４ へ と 延 び る 必 要 が あ る と 、 一 般 的 に 予 測 さ れ る 。 こ の よ う な 長 さ
は 一 般 に 、 鼓 動 中 の 心 臓 の バ イ パ ス 手 術 の た め に 心 臓 を 位 置 決 め す る 間 に 、 肺 動 脈 ２ ４ が
よ じ れ る か ま た は 虚 脱 す る こ と を 防 止 す る の に 、 十 分 で あ る 。 好 ま し く は 、 肺 動 脈 弁 ３ ３
を 超 え る 長 さ は 一 般 に 、 約 １ ０ ｃ ｍ ま で 、 ま た は 好 ま し く は 、 約 ７ ｃ ｍ ま で 、 ま た は 約 ４
ｃ ｍ ま で で あ る が 、 使 用 す る カ ニ ュ ー レ の 種 類 に 依 存 し て 、 約 １ ｃ ｍ 程 度 に 小 さ く な り 得
る 。 図 １ の 図 示 に 見 ら れ 得 る よ う に 、 本 発 明 の シ ス テ ム は 、 手 術 中 に 心 臓 を 持 ち 上 げ 、 操
作 す る 間 に 、 心 臓 が 血 液 を そ の 通 常 の 様 式 で ポ ン ピ ン グ し 続 け て 、 そ の 心 臓 が 可 能 な 程 度
ま で 、 カ ニ ュ ー レ １ ２ １ の 周 囲 に 肺 動 脈 血 流 を 提 供 し 得 る 。 本 発 明 に よ る カ ニ ュ ー レ お よ
び ポ ン プ の シ ス テ ム は 、 心 臓 の 出 力 が 減 少 し た 場 合 、 あ る い は 鼓 動 中 の 心 臓 に よ る 肺 動 脈
血 流 の 律 動 異 常 ま た は 他 の 断 続 の 場 合 で さ え 、 肺 動 脈 ２ ４ へ の 血 流 が 確 実 に 補 充 ま た は 増
大 さ れ る よ う に す る 。 通 常 の 状 況 下 で 、 鼓 動 中 の 心 臓 の 手 術 中 の 大 抵 の 場 合 に 、 カ ニ ュ ー
レ １ ２ １ に よ り 提 供 さ れ る 内 部 支 持 は 、 心 臓 の 右 側 が 虚 脱 す る こ と を 防 止 し 、 そ し て そ の
心 臓 が 少 な く と も そ の 正 常 な 位 置 で 、 血 液 出 力 を 肺 動 脈 ２ ４ へ と ポ ン ピ ン グ し 続 け る こ と
を 可 能 に す る 。 鼓 動 中 の 心 臓 に よ り 提 供 さ れ る 血 流 と 、 ポ ン プ ２ ４ に よ り 提 供 さ れ て カ
ニ ュ ー レ １ ２ １ を 通 る 血 流 と の 、 組 み 合 わ さ っ た 流 れ は 、 常 に 、 十 分 な 肺 動 脈 血 流 を 持 続
し て 手 術 中 に 患 者 を 維 持 す る の に 十 分 で あ る 。 律 動 異 常 の 場 合 に は 、 ポ ン プ １ ２ ４ は 出 力
を 増 加 さ せ て 、 律 動 異 常 が 正 さ れ る ま で 、 補 償 し 得 る 。
【 手 続 補 正 ３ 】
【 補 正 対 象 書 類 名 】 明 細 書
【 補 正 対 象 項 目 名 】 ０ ０ ５ ５
【 補 正 方 法 】 変 更
【 補 正 の 内 容 】
【 ０ ０ ５ ５ 】
　 当 業 者 に 明 ら か で あ る よ う に 、 右 側 に つ い て 詳 細 に 記 載 し た 上 記 シ ス テ ム は 、 本 発 明 に
従 っ て 、 左 側 に も 同 様 に 適 用 可 能 で あ る 。 図 ２ に 示 す よ う に 、 部 材 ６ ２ １ が 、 左 心 房 ４ ２
を 通 し 、 二 尖 弁 ５ ２ を 通 し 、 左 心 室 ４ ３ を 通 し 、 弁 ５ を 通 し て 、 大 動 脈 ４ ４ へ と
挿 入 さ れ 得 、 大 動 脈 ４ ４ の よ じ れ ゾ ー ン を 通 っ て 伸 び 得 る 。 右 側 に 関 し て 上 で 説 明 し た よ
う に 、 部 材 ６ ２ １ は 中 実 部 材 で あ り 得 、 こ れ は 、 左 側 に 支 持 を 提 供 し て 、 支 持 部 材 ６ ２ １
の 外 側 の 周 囲 に 、 鼓 動 中 の 心 臓 の 血 流 を 提 供 す る 。 あ る い は 、 部 材 ６ ２ １ は 、 部 材 ６ ２ １
の （ 外 側 に 加 え て ） 内 側 を 通 る 、 鼓 動 中 の 心 臓 の 血 流 を も 提 供 す る よ う 適 合 さ れ た 、 管 ま
た は カ ニ ュ ー レ で あ り 得 る 。 こ の よ う な 実 施 態 様 に お い て は 、 カ ニ ュ ー レ ６ ２ １ は 、 逆 止
弁 ６ ４ ５ お よ び 開 口 ６ ４ ４ を 、 ブ ロ ッ キ ン グ 部 材 ６ ４ １ と 共 に 有 し 、 こ れ に よ っ て 左 心 室
４ ３ が 、 カ ニ ュ ー レ ６ ２ １ の 内 側 を 通 し て 、 大 動 脈 の よ じ れ ゾ ー ン を 超 え て 大 動 脈 ４ ４ へ
と 、 血 液 を ポ ン ピ ン グ し 得 る 。 あ る い は 、 カ ニ ュ ー レ ６ ２ １ は 逆 止 弁 ６ ４ ３ お よ び 開 口 ６
４ ２ を 、 ブ ロ ッ キ ン グ 部 材 ６ ４ １ と 共 に 有 し 得 、 こ れ に よ っ て 、 鼓 動 中 の 心 臓 の 血 液 が 、
心 房 ４ ２ か ら 心 室 ４ ３ 内 へ と 、 カ ニ ュ ー レ ６ ２ １ の 内 側 を 通 っ て 流 れ 得 る 。 好 ま し い 実 施
態 様 に お い て は 、 カ ニ ュ ー レ ６ ２ １ は 両 方 の 逆 止 弁 ６ ４ ３ お よ び ６ ４ ５ 、 な ら び に 両 方 の
開 口 ６ ４ ２ お よ び ６ ４ ４ を 有 し て 、 肺 静 脈 ４ １ か ら 左 側 を 通 っ て 、 よ じ れ ゾ ー ン を 超 え た
大 動 脈 ４ ４ 内 へ の 、 鼓 動 中 の 心 臓 の 最 も 保 護 さ れ た 血 流 を 可 能 に す る 。 部 材 ６ ２ １ は 、 構
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成 に 依 存 し て 、 図 示 の よ う に 、 心 房 ４ ２ の 壁 を 通 し て 挿 入 さ れ 得 る か 、 ま た は 所 望 の 構 成
に 依 存 し て 肺 静 脈 ４ １ の 切 開 も し く は 心 室 ４ ３ の 壁 を 通 し て 挿 入 さ れ 得 る こ と も ま た 、 理
解 さ れ る 。
【 手 続 補 正 ４ 】
【 補 正 対 象 書 類 名 】 明 細 書
【 補 正 対 象 項 目 名 】 ０ ０ ６ １
【 補 正 方 法 】 変 更
【 補 正 の 内 容 】
【 ０ ０ ６ １ 】
　 図 ３ を 参 照 す る と 、 本 発 明 の 別 の 局 面 が 示 さ れ 、 こ の 局 面 の 好 ま し い 実 施 態 様 が 例 示 さ
れ て い る 。 図 ３ は 、 大 静 脈 ２ １ お よ び 肺 動 脈 ２ ４ を 含 む 、 心 臓 の 右 側 部 分 を 図 示 す る 。 こ
の 図 示 に お い て 、 本 発 明 の シ ス テ ム お よ び 方 法 に 関 す る ２ つ の ゾ ー ン が 同 定 さ れ て い る 。
第 一 は 、 「 よ じ れ ゾ ー ン 」 １ ０ と 呼 ば れ る ゾ ー ン で あ り 、 こ の ゾ ー ン は 鼓 動 中 の 心 臓 の バ
イ パ ス 外 科 手 術 中 に 、 外 科 医 が そ の 心 臓 の 側 方 お よ び 後 方 の 管 へ の 、 外 科 的 お よ び 視 覚 的
ア ク セ ス を 得 る 目 的 で 、 鼓 動 中 の 心 臓 が 持 ち 上 げ ら れ る か ま た は 操 作 さ れ る と き に 、 折 れ
曲 が る か 、 よ じ れ る か 、 ま た は 他 の 様 式 で 絞 窄 さ れ る 傾 向 の あ る 、 肺 動 脈 の 部 分 で あ る 。
実 際 の よ じ れ ゾ ー ン の 長 さ お よ び 実 際 の 領 域 は 、 患 者 ご と に 変 化 し 得 、 そ し て 実 施 さ れ る
バ イ パ ス 手 順 、 お よ び そ の 心 臓 が 移 動 さ れ 、 操 作 さ れ る 程 度 に 依 存 し て 変 化 し 得 る 。 し か
し 、 よ じ れ ゾ ー ン は 当 業 者 に 明 ら か で あ り 、 そ し て 一 般 に 、 肺 動 脈 弁 ３ ３ か ら 約 １ ５ ｃ ｍ
延 び た 、 肺 動 脈 の 領 域 で あ る 。 本 発 明 の こ の 実 施 態 様 に お い て は 、 肺 動 脈 カ ニ ュ ー レ ３ ２
１ は 、 開 口 ３ ２ ３ が 右 心 室 ２ ３ に あ る よ う に 適 合 さ れ 、 そ し て カ ニ ュ ー レ ３
２ １ の 長 さ は 、 肺 動 脈 弁 ３ ３ を 通 り 、 肺 動 脈 ２ ４ 内 へ と 延 び て 、 こ れ に よ っ て 出 口 ３ ２ ４
が よ じ れ ゾ ー ン １ ０ の 下 流 に 来 る 長 さ で あ る 。 カ ニ ュ ー レ ３ ２ １ は 、 逆 止 弁 ３ ２ ２ （ こ れ
は 、 右 心 室 ２ ３ が 収 縮 し た と き に は 、 血 液 が カ ニ ュ ー レ ３ ２ １ を 通 っ て 流 れ 得 る よ う に 、
そ し て 右 心 室 ２ ３ が 拡 張 し た と き に は 、 血 液 が カ ニ ュ ー レ ３ ２ １ を 通 っ て 逆 流 す る こ と を
防 止 す る よ う に 、 適 合 さ れ て い る ） を さ ら に 備 え 、 そ し て ハ ン ド ル ３ ２ ６ （ こ れ は 、 カ ニ
ュ ー レ を 適 切 な 位 置 に 挿 入 し 、 カ ニ ュ ー レ ３ ２ １ を 、 鼓 動 中 の 心 臓 の バ イ パ ス 外 科 手 術 手
順 の 間 に 適 切 な 位 置 に 維 持 す る よ う 適 合 さ れ て い る ） を さ ら に 。 図 ３ に 示 す よ う に
、 カ ニ ュ ー レ ３ ２ １ は 、 ハ ン ド ル ３ ２ ６ を 大 静 脈 ２ １ に 通 し 、 大 動 脈 の 壁 の 切 開 ま た は 静
脈 か ら 離 れ た 位 置 （ 例 え ば 、 大 腿 静 脈 も し く は 頚 静 脈 ） の 切 開 を 通 し て 、 挿 入 さ れ 得 る 。
あ る い は 、 カ ニ ュ ー レ ３ ２ １ は 、 右 心 房 の 壁 の 切 開 を 通 し て 、 ま た は 右 心 房 の 壁 の 切 開 を
通 し て 、 ま た は 右 心 室 の 壁 の 切 開 を 通 し て 、 挿 入 さ れ 得 る 。 し か し 、 心 臓 が 妨 害 物 お よ び
他 の 切 開 が 比 較 的 な い 状 態 に 保 ち 、 鼓 動 中 の 心 臓 バ イ パ ス 外 科 手 術 の た め の ア ク セ ス を 容
易 に す る 目 的 で 、 離 れ た ア ク セ ス 切 開 が 好 ま し い 。 カ ニ ュ ー レ ３ ２ １ が 適 切 な 位 置 に あ る
な ら ば 、 鼓 動 中 の 心 臓 の 血 流 は 、 肺 動 脈 弁 ３ ３ が カ ニ ュ ー レ ３ ２ １ の 外 側 の 周 囲 で 開 い た
と き に は カ ニ ュ ー レ ３ ２ １ の 外 側 の 周 囲 で 、 そ し て カ ニ ュ ー レ ３ ２ １ の 外 側 の 周 囲 の 血 流
を 妨 害 す る 任 意 の 絞 窄 が あ る 場 合 に は カ ニ ュ ー レ ３ ２ １ の 内 側 を 通 っ て 、 の 両 方 に お い て
維 持 さ れ 得 る 。 逆 止 弁 ３ ２ ２ が 、 カ ニ ュ ー レ ３ ２ １ に 沿 っ た 任 意 の 適 切 な 位 置 に 配 置 さ れ
得 、 血 液 の カ ニ ュ ー レ ３ ２ １ を 通 る 逆 流 を 防 止 す る よ う 適 合 さ れ る 。 上 記 の よ う に 、 使 用
に 適 し た 特 定 の タ イ プ の 弁 が 、 当 業 者 に よ り 選 択 さ れ 得 る 。 好 ま し い 実 施 態 様 に お い て は
、 カ ニ ュ ー レ ３ ２ １ は 、 カ ニ ュ ー レ ３ ２ １ の 挿 入 お よ び 適 切 な 位 置 決 め を 補 助 す る 目 的 で
、 バ ル ー ン 先 端 を 、 出 口 端 ３ ２ ４ に お い て ま た は そ の 近 く に 有 し 得 る 。 カ ニ ュ ー レ
３ ２ １ が 配 置 さ れ る 間 に 、 心 臓 が 持 ち 上 げ ら れ 、 操 作 さ れ 得 、 よ じ れ ゾ ー ン を 通 る 鼓 動 中
の 血 流 が 、 カ ニ ュ ー レ ３ ２ １ に よ り 保 護 さ れ 、 維 持 さ れ る 。
【 手 続 補 正 ５ 】
【 補 正 対 象 書 類 名 】 明 細 書
【 補 正 対 象 項 目 名 】 ０ ０ ６ ４
【 補 正 方 法 】 変 更
【 補 正 の 内 容 】
【 ０ ０ ６ ４ 】

(7) JP 2002-515301 A5 2006.7.6

お よ び ３ ２ ５

備 え る

３ ２ ７



　 本 発 明 の こ の 局 面 の 別 の 実 施 態 様 に お い て は 、 カ ニ ュ ー レ ３ ２ １ お よ び ５ ２ １ は 、 共 に
接 続 さ れ て 、 単 一 の カ ニ ュ ー レ と し て 操 作 さ れ 得 る か 、 ま た は 、 図 ３ に 示 す よ う な 適 切 な
開 口 お よ び 逆 止 弁 を 有 す る 、 単 一 の 連 続 的 な カ ニ ュ ー レ と し て 操 作 さ れ 得 、 こ れ に よ っ て
、 単 一 の カ ニ ュ ー レ が 、 虚 脱 ゾ ー ン ２ ０ の 保 護 お よ び よ じ れ ゾ ー ン １ ０ の 保 護 を 、 提 供 し
得 る 。 こ の よ う な 構 成 の 利 点 は 、 カ ニ ュ ー レ が 、 単 一 の 切 開 を 通 っ て 、 ガ イ ド 用 の 単 一 の
ガ イ ド ワ イ ヤ ま た は バ ル ー ン 、 そ し て そ の カ ニ ュ ー レ を 外 科 手 術 中 に 適 切 な 位 置 に 配 置 し
て 維 持 す る た め の 単 一 の ハ ン ド ル を 用 い て 、 挿 入 さ れ 得 る こ と で あ る 。 別 の 実 施 態 様 に お
い て は 、 カ ニ ュ ー レ ３ ２ １ お よ び カ ニ ュ ー レ ５ ２ １ は 、 挿 入 の た め に 、 一 方 が 他 方 の 内 側
に 入 れ 子 に な る か ま た は は ま り 込 む よ う な 大 き さ に さ れ 得 る 。 例 え ば 、 カ ニ ュ ー レ ５ ２ １
が わ ず か に 小 さ な 直 径 に 形 成 さ れ 得 、 こ れ に よ っ て 、 カ ニ ュ ー レ ５ ２ １ が 挿 入 中 に 、 カ ニ
ュ ー レ ３ ２ １ 内 に 入 れ 子 に な る 。 こ の 様 式 に お い て は 、 こ れ ら ２ つ の カ ニ ュ ー レ は 単 一 の
切 開 を 通 し て 挿 入 さ れ 得 、 そ し て カ ニ ュ ー レ ３ ２ １ の 出 口 端 ３ ２ ４ の ガ イ ド ワ イ ヤ ／ バ ル
ー ン が 、 両 方 の カ ニ ュ ー レ を 適 切 な 位 置 に 案 内 す る 。 各 々 の カ ニ ュ ー レ が 、 外 科 手
術 中 に そ の カ ニ ュ ー レ を 適 切 な 位 置 に 配 置 し 、 保 持 す る た め の 、 そ の 別 個 の ハ ン ド ル を 有
す る 。 こ の よ う な 実 施 態 様 に お い て は 、 入 れ 子 に な っ た カ ニ ュ ー レ が 適 切 な 切 開 を 通 し て
挿 入 さ れ 、 そ し て カ ニ ュ ー レ ５ ２ １ が 虚 脱 ゾ ー ン お よ び 三 尖 弁 に お い て 適 切 な 位 置 に 到 達
す る と 、 ハ ン ド ル ５ ２ ６ は カ ニ ュ ー レ ５ ２ １ を そ の 適 切 な 位 置 に 保 持 し 得 、 一 方 で カ ニ ュ
ー レ ３ ２ １ は 、 肺 動 脈 弁 お よ び よ じ れ ゾ ー ン を 介 し て 適 切 に 位 置 決 め さ れ る ま で 、 挿 入 経
路 を 進 み 続 け 得 る 。 ま た 、 こ の よ う な 実 施 態 様 に お い て は 、 内 側 の カ ニ ュ ー レ は 、 １ つ の
管 腔 （ こ れ は 、 血 流 の た め の も の で あ り 、 逆 止 弁 を 備 え る ） お よ び 第 二 の 管 腔 （ こ れ は 、
外 側 の カ ニ ュ ー レ の 操 作 の た め の も の で あ る ） を 有 し 得 る 。 図 ３ に 示 す カ ニ ュ ー レ シ ス テ
ム の 別 の 構 成 お よ び 実 施 態 様 は 、 当 業 者 に 明 ら か で あ る 。
【 手 続 補 正 ６ 】
【 補 正 対 象 書 類 名 】 明 細 書
【 補 正 対 象 項 目 名 】 ０ ０ ６ ６
【 補 正 方 法 】 変 更
【 補 正 の 内 容 】
【 ０ ０ ６ ６ 】
　 本 発 明 の 別 の 局 面 が 、 図 ４ に 示 す 実 施 態 様 に 図 示 さ れ る 。 図 ４ に 示 す よ う に 、 本 発 明 は
、 入 口 ８ ２ お よ び 出 口 ８ ３ を 有 す る ス テ ン ト 部 材 ８ １ を 提 供 し 、 こ こ で こ の ス テ ン ト は 、
十 分 な 長 さ を 有 し 、 そ し て よ じ れ ゾ ー ン １ ０ の 長 さ に わ た っ て 肺 動 脈 ２ ４ 内 に 配 置 さ れ る
よ う 適 合 さ れ る 。 本 発 明 の こ の 局 面 に お い て は 、 ス テ ン ト ８ １ は 十 分 な 大 き さ 、 強 度 お よ
び 可 撓 性 を 有 し 、 そ れ に よ っ て 鼓 動 中 の 心 臓 の バ イ パ ス 外 科 手 術 の 間 に 、 そ の 心 臓 の 側 方
お よ び 後 方 の 管 へ の 外 科 的 ア ク セ ス の た め に そ の 心 臓 を 持 ち 上 げ て 操 作 す る と き に 、 肺 動
脈 ２ ４ が 折 れ 曲 が る か 、 よ じ れ る か 、 ま た は 他 の 様 式 で 閉 塞 さ れ る こ と に 対 し て 、 保 護 を
提 供 す る 。 ス テ ン ト ８ １ は 、 そ れ が 配 置 さ れ る 肺 動 脈 の 大 き さ と ほ ぼ 同 じ 大 き さ に さ れ 得
、 こ れ に よ っ て 、 鼓 動 中 の 心 臓 の 本 質 的 に 全 て の 血 流 が 、 ス テ ン ト ８ １ の 内 側 を 通 り 、 こ
の と き 、 こ の ス テ ン ト の 外 側 の 周 囲 の 血 流 が 、 存 在 す る 場 合 に は 、 最 小 量 と さ れ る 。 ス テ
ン ト ８ １ は ま た ハ ン ド ル ８ ４ を 備 え 、 こ の ハ ン ド ル は 、 そ の ス テ ン ト を 適 切 な 切 開 を 通 し
て 挿 入 す る た め 、 鼓 動 中 の 心 臓 の バ イ パ ス 外 科 手 術 の 間 に そ の ス テ ン ト を 適 切 な 位 置 に 保
持 す る た め 、 お よ び そ の ス テ ン ト を 引 き 抜 く た め に 、 使 用 さ れ る 。 典 型 的 に 、 ス テ ン ト ８
１ は ま た 、 任 意 の ガ イ ド ワ イ ヤ ／ バ ル ー ン 部 分 ８ ５ を 備 え 、 こ の 部 分 は 、 ス テ ン ト ８ １ を
適 切 に 配 置 す る 目 的 で 、 大 静 脈 ２ １ お よ び 心 臓 チ ャ ン バ お よ び 弁 な ら び に 他 の 血 管 を 通 り
、 肺 動 脈 ２ ４ の よ じ れ ゾ ー ン １ ０ に わ た る 、 ス テ ン ト ８ １ の 案 内 を 容 易 に す る よ う 適 合 さ
れ る 。 鼓 動 中 の バ イ パ ス 外 科 手 術 を 受 け て い る い く ら か の 患 者 に お い て は 、 肺 動 脈 を 血 流
の 制 限 か ら 保 護 す る た め に 挿 入 さ れ る ス テ ン ト ８ １ が 、 鼓 動 中 の 心 臓 の バ イ パ ス 外 科 手 術
の 間 、 鼓 動 中 の 心 臓 の 血 流 が 確 実 に 維 持 さ れ る た め に 要 求 さ れ る 全 て で あ り 得 る 。 し か し
、 他 の 患 者 に お い て は 、 実 施 さ れ る べ き 外 科 手 術 手 順 に 依 存 し て 、 本 発 明 の 他 の 保 護 デ バ
イ ス が 、 ス テ ン ト ８ １ と 組 み 合 わ せ て 使 用 さ れ 得 る 。 例 え ば 、 図 ３ に 示 す よ う に 、 カ ニ ュ
ー レ ５ ２ １ を も ま た 使 用 す る こ と に よ っ て 、 右 心 房 が 虚 脱 す る こ と か ら 保 護 す る こ と が 、
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所 望 さ れ 得 、 こ の カ ニ ュ ー レ は 、 ス テ ン ト ８ １ が 挿 入 さ れ て 適 切 に 配 置 さ れ た 後 に 、 別 個
に 挿 入 さ れ 得 る か 、 あ る い は カ ニ ュ ー レ ５ ２ １ は 、 ス テ ン ト ８ １ に 入 れ 子 に な る か ま た は
は ま り 込 み 得 、 こ れ に よ っ て こ れ ら が 同 時 に 、 同 一 の 切 開 を 通 し て 挿 入 さ れ 、 次 い で こ れ
ら が 三 尖 弁 ３ ２ に 達 し た 時 点 で 分 離 さ れ 、 そ れ に よ っ て カ ニ ュ ー レ ５ ２ １ が 虚 脱 ゾ ー ン ２
０ に わ た っ て 適 切 な 位 置 に 保 持 さ れ 、 そ し て ス テ ン ト ８ １ は 、 心 室 ２ ３ お よ び 肺 動 脈 弁 ３
３ を 通 過 し 続 け て 、 よ じ れ ゾ ー ン １ ０ ま た は 肺 動 脈 ２ ４ に 配 置 さ れ 得 る 。 本 発 明 の 別 の 実
施 態 様 に お い て は 、 ス テ ン ト ８ １ と 組 み 合 わ せ て カ ニ ュ ー レ ５ ２ １ を 使 用 す る 代 わ り に 、
第 二 の ス テ ン ト ８ １ が 第 一 の ス テ ン ト ８ １ に 加 え て 使 用 さ れ 得 、 大 静 脈 ２ １ お よ び 心 房 ２
２ の 虚 脱 ゾ ー ン ２ ０ に わ た っ て 配 置 さ れ 、 こ こ で そ の ス テ ン ト は 、 三 尖 弁 ３ ２ の 近 く に 配
置 さ れ る が 、 尖 弁 ３ ２ を 通 り 越 え は し な い 。 ２ つ の ス テ ン ト ８ １ （ 一 方 が 虚 脱 ゾ ー ン ２
０ に 配 置 さ れ 、 一 方 が よ じ れ ゾ ー ン １ ０ に 配 置 さ れ る ） を 使 用 す る こ の よ う な 実 施 態 様 は
、 鼓 動 中 の 心 臓 の バ イ パ ス 外 科 手 術 中 の 、 心 臓 の 持 ち 上 げ お よ び 操 作 の 間 に 、 い く ら か の
患 者 に お い て は 、 鼓 動 中 の 心 臓 の 血 流 に 関 し て 十 分 な 保 護 を 提 供 し 得 る 。
【 手 続 補 正 ７ 】
【 補 正 対 象 書 類 名 】 明 細 書
【 補 正 対 象 項 目 名 】 ０ ０ ７ ２
【 補 正 方 法 】 変 更
【 補 正 の 内 容 】
【 ０ ０ ７ ２ 】
　 図 ６ は 、 ク レ ー ド ル の 例 を 示 し 、 こ の ク レ ー ド ル は 、 鼓 動 中 の 心 臓 を 支 持 す る た め
の 、 可 撓 性 の メ ッ シ ュ ９ ７ の 内 部 と 組 み 合 わ せ て 、 可 撓 性 の プ ラ ス チ ッ ク 枠 組 ９ ６ に よ り
、 形 成 さ れ て い る 。 こ の ク レ ー ド ル の 端 部 ９ ８ は 、 図 ５ に 示 す ９ ２ お よ び ９ ３ の よ う な 支
持 部 材 と 係 合 す る よ う 適 合 さ れ る 。
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